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＜連絡事項＞
・土井先生ですが暫くの間お休みになります。当面皮膚科の治療・処置の指示確認は、主治医へ行う様にとの事です。診察前に軟膏の残などを確認して下さい。
・当直医変更のお知らせ
　3/17、田中Drが来れなくなりましたので、当直医が変更になります。また、明日3/18も田中Drはお休みになりますので、周知お願いします。

　3/17（火）当直　田中Dr→田名部Dｒ

＜ベッドコントロール＞
・菅野　勝利様は、今後南病棟への転出を検討中です。転入候補は西病棟の井上　和美様の予定です。
＜患者様連絡事項＞
・原　吉郎様～クロザリル（100） 3Ｔ 3×毎食後 、クロザリル（25） 2Ｔ2×朝・夕食後　 が明日から14日分で臨時処方となっています。
・成田　富士子様～継続指示薬の低血糖時「50％ブドウ糖20ｍｌ　1Ａ」2回分処方となっています。
・鈴木　知子様～継続指示薬の不調時「タンドスピロンクエン酸塩（10） 1Ｔ」7回分処方となっています。　
・小田　タネ様～14：30外泊より帰院されています。忘薬はなく、危険物の持ち込みはありませんでした。介護保険証持ってきています。彼岸で朝から行動していたため疲労感を訴え帰院後すぐに自室で臥床していますが、金銭管理や定期薬セットは拒否なく行う事ができています。
・柿木　真吾様～銀行職員が本人確認を行うため、3/24(火)14時に面会予定となっています。西舘ＰＳＷが立ち合いとなり病院１階で行う予定です。　

＜要注目患者様＞
・山下　幸子様～8：55来詰され「急に気分が落ち込んでしまって…リスペリドン下さい。」と訴えています。ホール内でコーヒーを飲んでいたら、急に気分が落ち込んだとの事。不穏・興奮時リスペリドン（2）1Ｐ服用されています。問い掛けには、「いや別に…言えません。」と答え、その後自室で休まれています。午前のリハプロへは、気分の落ち込みを訴え不参加されています。昼食時は、眠っており声掛けにて遅れてレストランへ来られ、全量摂取しています。午後の作業へは自主的に参加されています。
・鈴木　知子様～昨日は、退院についての不安を訴え継続指示薬を服用される事がありました。19：00にも来詰され「やっぱりグループホームに退院したいです。」と話しています。今すぐ退院と言う事ではないのでゆっくり決めていく事、自分一人で決断するのではなく、ご家族や先生に相談していい方法を考えていくようスタッフより説明を受けています。「なんだかあせってしまって。」と苦笑いしています。本日は、不安の訴えはなくリハプロ・作業へ参加出来ており、他者交流も見られています。
・佐々木　淳様～食事・作業等の日課はホールで行っています。移動時、歩行の不安定さ

見られおり、椅子に座る際も突進歩行見られています。また、気分変動見られ、多弁気味です。歩行状態や他者トラブルに注意し観察して行きましょう。

・沼端　恵子様～リハプロや作業へは拒否なく参加されています。余暇は、ホールや自室を往復し強めの低い独語聞かれるが、急に歌い出したり笑ったりすることがあり、気分変動みられています。他者とのトラブルがない様観察し、ホールで過ごすよう声掛けしています。ホールの椅子に座ったり、テレビをみているが一定の場所にいる事ができず。物を投げるなどの行為はありません。
・柿木　真吾様～本日より、リハプロは体育館まで行く事とし、歩行器は病棟の所定の場所に置き、南病棟を通ってスムーズに歩行されています。本人様は「少し、フラフラする。」と話されているが、体育館まで休まずに移動されています。担当スタッフによると、体育館でもウオーキングに参加されたとの事。帰りも行きと同様のコースで病棟に戻られ、歩行器なしで長い距離を移動できた事で自信に繋がった様子見られています。排泄についての固定観念があり、「トイレに行った回数を書く紙が無い」「オシッコが出なくても回数を数えてた」「今まで水を全部飲まずに捨ててた」等
　　　　　　　　訴えています。
・風穴　義信様～昼食後にレストランから戻るとカウンターに来られ「薬、あったか？」と確認に聞かれていますが、服薬はない事を伝えるも、自室へ戻ってから再度コップに水を入れ、歯ブラシも持ったままカウンターに来られ「薬…」と言っている様子。スタッフが服薬ない事を再度伝えると「あ、そうだったか…？？」と伝えていますが、理解力の乏しさあり。今後も服薬忘薬や間違いに繋がる可能性もあるため注意観察して行きましょう。
・石橋　佐太史様～以前、青山荘サービス利用申し込み書の記載を行うが、「兄」「妹」の漢字や兄弟の名前が書けない、自宅の郵便番号が分からない、学歴や職歴も書けない等があり、作業療法時にスタッフで準備した小学生低学年用のドリルを行って欲しいと声掛けしているが行わず、読書へ取り組まれています。
・坂本　福子様～午前のリハプロへ参加する為、体育館に行く為に、ホールで待たれてい
たが、出発間際になると「やっぱり、行きません。足が痛いので…行け
なかったら休んでもいいって言われています。」と話されています。ホールで趣味活動をするよう声掛けには、「はい、分かりました。」と読書を始めたが、いつの間にか自室に戻ってしまい、訪室し趣味活動の声掛けするも眠っており、返答ありません。昼食時のレストランに行く前に来詰され「薬付けているのに、どうして痛みが治らないんですか！どうなっているんですか！？」とやや興奮気味に訴えてきています。鶏眼痛の事らしく、薬と言ってもスピール膏ですから、鎮痛剤ではない事、柔らかくして削り安くする為に貼ったのですから、痛みは同じだと言う事を伝えています。「あ、そうか。」と言って立ち去るが、昼食後薬服用の際に「さっきは、すみませんでした。」と謝ってきています。
